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鳥取ファクトリーの再稼働に伴う「キチンナノファイバー」事業の受注開始のお知らせ 

 

 

 当社は、2026 年７月 14 日開催の経営会議において、以下のとおり、新たな事業を開始することについて決

定たしましたので、お知らせいたします。 

 

１． 事業開始の趣旨 

当社は、2026 年 4月 28 日付でキチンナノファイバー事業を承継し、鳥取市内に WOLVES HAND 獣医先端医療

研究所の鳥取オフィスおよび鳥取ファクトリーを開設、事業再開に向けた準備を進めてまいりました。 

そして、このたび、工場再稼働の準備も完了し、WOLVES HAND の獣医先端医療研究所としてのキチンナノ

ファイバー製品「カイトベール」、および、同原料の製造販売を開始するものです。 

 

・「マリンナノファイバー」（キチンナノファイバー原材料）7月 21日より受注開始 

・「カイトベール」（動物用オーラルケアジェル：7月 27日より受注開始 

 

２．新たな事業の概要 

（１）新たな事業の内容 

キチンは、カニやエビの外殻に含まれる天然由来の多糖類です。高い生体適合性を有し、創傷や熱傷（やけ

ど）の治癒を促進する優れた特性を持つことから、古くより医療分野で活用されてきました。 

キチンナノファイバーは、このキチンをナノレベルまで微細化した新素材です。ナノ化することでキチン本

来の特性がより発揮され、創傷治癒促進効果の向上が期待されております。 

当社のカイトベールは、動物用創傷治療材として利用されているほか、口内炎や外耳炎の治療への応用も進

められており、その有効性が確認されています。また、当社独自の製法によりキチンナノファイバーの表面を

カチオン化しているため、肌や粘膜への高い密着性と優れた保湿性を実現しています。これらの特性を活かし、

ヒト用の化粧品原料としてもすでに活用されています。さらに、キチンナノファイバーには炎症の緩和、抗菌

作用、育毛効果も確認されております。 

こうした背景を踏まえ、当社は今後、獣医療分野における製品の普及を進めるとともに、ヒト医療分野での

応用拡大にも取り組み、バイオマテリアル事業の柱として「キチンナノファイバー」のさらなる可能性を追求

していくことから、本事業を開始することといたしました。 

 

（２）当該事業を担当する部門 

 獣医先端医療研究所（鳥取オフィスおよび鳥取ファクトリー） 

 

（３）当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

 本事業開始のために特別に支出する金額はございません。 

 



 

３．日 程 

（１） 経 営 会 議 決 定 日 2026年７月 14日 

（２） 事 業 開 始 日 2026年７月 21日（予定） 

 

４．今後の見通し 

 本件による当社業績への影響は軽微でありますが、本事業は動物病院を中心に医療施設に向けた高付加価値

製品であり、中長期的に当社の主力製品の一つとして業績に大きく寄与することを見込んでおります。 

今後、開示すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

 


